
 

３年次 

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

6月・10月(2月)総合科目試験 * 

 10月(4月)  課題研究報告書作成 

       主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月)  課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出* 

 1月(7月)  中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出* 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験* 

       合否及び修了判定 

 3月(9月)   公開発表会*  

  課題研究報告書(保存版)の提出* 

 

                 ※( )内は前学期修了予定の日程 

テキスト  関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献  必要に応じ、文献・参考資料を提示する。 

成績評価 

の方法 

審査委員会により総合科目試験（口頭及び筆答による）、課題研究報告書の審査および最終試

験（口頭又は筆答による）を行う。 

備 考 

注）＊印のついた項目は、日程または提出期限が定められるものである。したがって、各自掲

示には十分注意を払うこと。 

◎は研究指導教員、それ以外は研究指導補助教員を示す。なお、担当教員が変更になる場合が

ある。 

 

科 目 

コード
52110

授業 

科目 

継続保健看護教育Ⅰ
Continuing Education in Health NursingⅠ 

担当 

教員 

○宮里智子

嘉手苅英子

非常勤（未定）

開講年次 
博士前期課程

１年次後期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
コア科目

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必修 時間数 30 時間 

講義概要 

看護基礎教育から継続教育に至る看護生涯教育の現状、看護職としての成長過程および看護

職のキャリア開発と支援システム、看護継続教育における教育方法について学習する。さらに、

看護実践の場における看護職への具体的な教育・指導場面の分析を通して、看護者としての成

長を支援する教育方法について学習する。

到達目標 

1 わが国の看護基礎教育から継続教育に至る看護生涯教育の現状について説明できる。 
2 成人学習者の特徴を踏まえ、目的や対象に即した適切な教育方法を選択することができる。 
3 看護職者の成長過程と看護生涯教育への支援システムについて説明できる。 
4 看護職者としての成長を支援する教育的関わりとは何かについて例示しつつ説明できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

第７回 

第８回 

第９回 

第10回 

第11回 

第12～15回 

１．わが国の看護教育制度とその変遷／看護教育課程と法的基盤 

看護基礎教育、高度実践看護者（専門看護師、認定看護師 

など）の教育  

２．看護継続教育の現状と課題、対策 

看護学生から看護職者へ、新人から熟達者へ 

３．看護職のキャリア開発と支援システム 

1) キャリア、キャリア開発とは

2）キャリア発達を支援するシステム

プリセプターシップ、クリニカルラダ―制など

４．学習者主体の教育方法 

1）共同学習

2）アンドラゴジー

成人学習者の特徴，看護職者の特徴、成人教育の特徴

3）自立度に即した教育；コーチング

4）実践の場におけるシミュレーション教育

5）実践を振り返りつつ学ぶ；リフレクション

協同教育

６．看護実践の場における看護職への教育的関わりの振り返り 

・教育実践の過程的構造と認識の発展

７．看護実践の場における看護職への教育的関わりの分析 

・体験を事実的に再現し記述する（再構成）

・看護職への関わりを分析し、看護職としての成長を支援する関わりで

あったのかを検討する

・総括

嘉手苅 

宮里 

宮里 

〃 

嘉手苅 

〃 

〃 

〃 

非常勤（未定） 

嘉手苅 

〃 

嘉手苅 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 講義の際に提示する

成績評価 

の方法 

評価は授業への参加状況（プレゼンテーション、討議を含む）50点 
レポート 50点 により総合的に行う。

（欠席およびレポート提出の遅れは評価に反映する）

備 考 授業は院生のプレゼンテーション・討議を中心に進める。 
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後
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科 目 
コード 52140 授業 

科目 
保健看護と研究Ⅰ 

（Nursing and Health ResearchⅠ） 
担当 
教員 

○大湾明美・ 
 金城芳秀 

開講年次 博士前期課程 
１年次 前期 

単位数 
 

2 単位 科目 
 
分類 

 
専門科目・コア科目 

授業 
 
形態 

講義 

選択必修  必修 時間数 30 時間 

授業概要 
看護ならびにヘルスケアの課題を解決するために、看護研究の基礎的知識および倫理的

配慮、研究のプロセス、科学論文の書き方等を学習する。 

到達目標 

① 看護実践を研究する意義を Evidence Based Practice(EBP)の概念に基づき説明するこ

とができる。 
② 研究の倫理的配慮について説明することができる。 
③ 看護研究の基礎的知識を学習し、研究の準備、方法を説明することができる。 
④ 質的研究・量的研究の特徴を述べることができる。 
⑤ 研究方法の特徴を踏まえ、文献検索、倫理審査書類、科学論文の書き方，プレゼンテ

ーション技術を説明できる。 
回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者 

 第 1 回 
第 2 回 

 
第 3 回 
第 4 回 
 
第 5 回 
第 6 回 

  
 第 7 回 

第 8 回 
 
第 9 回 

 第 10 回 
 
第 11 回 

 第 12 回 
  
 第 13 回 
第 14 回 
 
第 15 回 

EBP の概念に基づいた看護実践と看護研究 
研究テーマ・研究方法の選び方 
 
研究方法(1)研究計画作成方法 
研究方法(2)文献レビュー、研究デザイン 
 
研究方法(3) データ収集（質問紙・調査票の作成方法） 
研究方法(4)量的研究の分析 
 
研究方法(5) 質的研究の分析 
研究方法(6)結果・結論の示し方 
 
効果的な文献検索(1) 
効果的な文献検索(2) 
 
看護研究と倫理的配慮 
倫理審査書類の書き方(1) 
 
量的研究論文の書き方(1) 
質的研究論文の書き方(2) 
 
発表のプレゼンテーション技術 

大湾 
大湾 

 
大湾 
大湾 

 
金城 
金城 

 
大湾 
大湾 

 
金城 
金城 

 
大湾 
大湾 

 
金城 
大湾 

 
大湾 

テキスト 福田吉治・山懸然太朗監修（2007）保健医療福祉の研究ナビ，金原出版 

参考文献 
 
 

Beverly M.Henry 著、上田礼子監訳（2004）：看護研究ハンドブック，医学書院 
John W. Creswell，他 著(2007)研究デザイン－質的・量的・そしてミックス法，日本看護協会出版会 
Immy Holloway，他 著(2006)ナースのための質的研究入門－研究方法から論文作成まで，医学書院 
高木廣文・林邦彦著(2006)：エビデンスのための看護研究の読み方・進め方，中山書店 
澤田昭夫（2011）：論文の書き方，講談社 
澤田昭夫(2011）：論文のレトリック，講談社 

成績評価

の方法 
１．授業への参加状況 
２．到達目標に関わる課題レポート 

備 考 学生と教員間のディスカッションと演習を通して，論理的・科学的思考能力を磨く。 

 

科 目 

コ－ド 53160 授業 

科目 
生 涯 人 間 発 達 学 

Life-span Development 
担当 

教員 ○上田礼子（名誉教授） 

開 講 年 次 
博 士 前 期 課 程 

1年 次 前 期 単位数 2単位 
科目 

分類 
選 択 科 目 授業 

形態 講 義 
選 択 必 修 選 択 時間数 30時間 

授 業 概 要  生命の誕生から死亡まで人間の生涯を発達的観点からとらえる種々の理論を学習し、理論構築

の背景となった実証的研究と保健看護への応用を学習する。人生の各期における健康上のリスク 
児・者の問題を発達的観点から理解し、問題解決を保健看護の立場から支援に役立てる最近の理

論、方法・技法を学習する。 
到 達 目 標 １．各々のライフステージの人を対象に高度なケアを計画、実行、評価するために発達理論を 

  応用する。 
２．発達的視点から複雑な健康問題を評価し、対応する。 
３．人間の成長・発達上の問題を歴史的、社会・文化的、生態学的に分析し、総合的に理解する。 
４．先進国、開発途上国と比較して日本における人間発達的特徴の理解を深める。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

第１回 
第２回 
第３回 
第４回 
第５回 
第６回 
第７回 
第８回 
第９回 
第10回 
第11回 
第12回 
第13回 
第14回 
第15回 

 
 

総論 生涯人間発達の概念、年齢と時代、人生各期の区分 
発達理論 
各理論の保健看護への応用 
生涯発達の研究方法（１） 
生涯発達の研究技法（２） 
各論 出生前発達とケア 
乳児・幼児前期の発達と支援 
幼児後期の発達と支援（１） 
幼児後期の発達と支援（２） 
乳幼児期の発達評価と支援 
学童期の発達と支援 
青年期の発達と支援 
成人期の発達（成熟）と支援 
老年期の発達（成熟）と支援 
総括 

上田 

テ キ ス ト 上田礼子 「生涯人間発達学」 改訂第２版増補版第３刷 三輪書店 2013 

参 考 書 

上田礼子編著 「子どもの発達と支援」 中外医学社 2001 
上田礼子著 「上田式発達簡易検査」医歯薬出版 2011 
新井清三郎, 上田礼子 リハビリテーション医学全書２, 「人間発達」, 第1版第23刷, 331-333, 
    医歯薬出版 1996 
上田礼子著, 「子ども虐待予防の新たなストラテジー」医学書院, 2009 
Alison Clark-Stewart, Lifelong Human Development, Wiley, N.Y. 1988,  その他 

成 績 評 価 

の 方 法 
評価は出席、授業参加時の態度、試験、レポートなどを総合して判断する。 

備 考 
学習方法：教科書および関連する参考書、文献の活用、発達簡易検査の活用、子どもの養育環境

評価資料、ビデオの使用、Fieldでの観察・面接による学習 
※奇数年度（西暦）開講 
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